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  鈴木 幸江（すずき さちえ） 
ここ倶楽部では、朝から大きな口を開けて、大きな声で歌っています。季節の歌、

民謡、ちょっと昔の流行歌など、一人ひとりの歌詞カードファイルもあります。最

初はボソボソ歌っている方も、他の方たちの大きな声につられて、次第に大きな声

で歌うようになります。手拍子を打ちながら揃って歌うと、思わず連帯感を感じま

す。口の運動にもなり、食べることへもつながっています。何より楽しいです。私

も、「今日はみなさんと何を歌おうかな」と、とっても楽しみです。 

 

 

 熊本県の地震の報道を見る度に、「避難所生活をしている人の訴えは、特別養護老人

ホームに入所してきたばかりの人と同じだ」という小山剛氏（社会福祉法人長岡福祉協

会・高齢者総合ケアセンターこぶし園・前総合施設長）の言葉を思い出す。①眠れない、

②食べられない、③早く家に帰りたい…。突然、環境が変わり、他人に気を遣いながら寝

泊まりし、言いたいことも言えず、我慢に我慢を重ねる。ストレスの日々を送り、体調を崩

す。施設の“ルール”に従い、集団生活を一生続ける。施設入所とは、そういうものだ。 

「子どもたちに迷惑をかけたくない。自分は、施設に入るからいい。」と思っている人は、

避難所でもすぐに馴染めるのだろうか？「こんなはずではなかった…。」と決して思わ

ず、仕方のないことと受け容れられるのだろうか。 

小山さんのブログには、「“施設待機者”の本来の意味は“在宅生活困窮者”で、困

っている理由を解消するためには、施設を増やすことではなく、在宅生活の継続

に支援が必要だということ」だと書かれている。施設に入りたいわけではない、在

宅サービスがなくて困っているということだと。確かに、全てお任せパッケージの

施設介護は、安くて楽かもしれない。でも、その裏には、本人の我慢やあきらめが

必要になる。自由気ままに暮らしている私は、“避難所生活”は長く続けられない。

先日、ここ倶楽部五十音をお年寄りに作ってもらった。「か・語り賑やかここ倶楽

部」、「な・何でも言えるここ倶楽部」、「や・やっぱりいいなここ倶楽部」。お世辞半

分としても、嬉しかったし、気まま・わがままに暮らせる幸せを、一生感じてもらえ

るよう、在宅サービスの充実に全力を注がなければと改めて思った。 
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